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１ はしがき
日本の代表的総合商社＝三井物産の活動につ
いて，近年大いに研究が進展したが，金融面の
研究はまだすくない。物産の営業諸活動の裏腹
の関係として金融の支えがあるはずであり，そ
の資金調達は自己資金ばかりでなく銀行等の借
入にも依存していたと推測されよう。しかし意
外にも銀行取引の実態は必ずしも明らかでない。
すなわち，明治９（１８７６）年の創業以来，財務面
の概要はかなり明らかではあるものの１），具体
的にいかなる銀行に依存し，いかに取り引きし
ていたのかとなると，ほとんど空白のままとい
って差し支えない。周知の『稿本三井物産株式
会社１００年史』も，その基礎にもなっている
『三井物産株式会社沿革史稿本』も，銀行取引
の具体的姿は記述されておらず，『三井事業
史』においても物産のそれにはほとんどふれら
れていない２）。
また，物産が作成した各期の「事業報告」に
は明治３６（１９０３）年上期から内地・外国に分けた
「金融概略」，３７年上期以降「金融表」の中で，
三井，正金，その他に分けた銀行別貸借が掲げ
られ，明治４３年上半季（株式会社期になって第
１回事業報告と題する）から銀行別の預貸金等
を含むさらに詳細な内容を持つ「金融表」が登
場する。明治３６年以前は知る由もなく，かつ大
正７（１９１８）年上期から「金融表」は掲載されな
くなるので，事業報告に依存しても一部の期間
ということになる３）。
小倉信次『戦前期三井銀行企業取引関係史の
研究』（泉文堂，１９９０年）は三井物産の銀行取引
も扱っているが，前掲「事業報告」の金融表に
依拠しているため時期的に限られている。『三
井銀行史料５ 規則・資金運用』（日本経営史研
究所，１９７８年）において，三井銀行と物産の預
貸金等が断片的に提示されているが，物産の銀
行取引のごく一部にとどまっている４）。
翻って三井物産の銀行取引を三井文庫所蔵資
料によって探索しても，具体的に示す内部資料
は管見の限り見当たらない。前述のごとく物産
の金融関係の実態を把握しない限り，物産の営
業活動・投資活動の全体像は確定し得ないし，
その中で銀行取引の解明は不可欠の要素と思わ
れる。物産の二次資料でも見あたらない以上，
別な方法による解明の道を探らねばならない。
筆者は，特定の目的の解明のために残存する物
産本店の元帳を利用した経験があるが５），その
１８３
折りに銀行関係の諸科目があることを知った。
その内容を点検するうちに，銀行取引解明につ
いての二つの着想を得た。
第一は，取引ある各銀行について設定された
勘定科目の内容検討である。まず，預金面であ
るが，各行別の当座，通知，定期などの科目か
ら預金の出入りを知ることができる。次に，借
入面については，借入金，当座借越，手形割引
を知りたいが，借入金は各行別の借入金科目の
検討によって可能であり，当座借越の発生も当
座預金の動きから知ることができる。手形割引
は同科目を点検して内容を洗えば各行別に計算
可能である。そればかりでなく「支払約束手
形」にも注目する必要がある。すなわち，物産
が銀行宛に振り出した約束手形は融通手形であ
って，実質上借入とも見なしうるからである。
その科目においても内容を洗えば各行別に計算
可能である。
以上，預金，借入両面での取引ぶりが元帳か
ら摘出，整理，分析が可能であって，他にアク
セスの道がない以上，現段階では唯一有効な手
段と思われる。
第二に，元帳における「利息」科目への着目
である。同科目には借方に支払利息，貸方に受
取利息が記載されているが，支払利息には銀行
宛の分が含まれ，各行別に借入金利息，手形割
引料が計算可能である。また，受取利息にも銀
行からの分が含まれ，各行別に預金利息が計算
できる。銀行に関する支払・受取利息は，借入
金等や預金の存在を意味し，しかもそれぞれの
元本の規模まで推測可能とする。記載内容によ
っては，元本だけでなく，期間，金利水準まで
も判明する。元帳の「利息」に着目することに
よって銀行別に取引内容が具体的に把握でき，
銀行別の取引残高，出入りの考察を補完する材
料ともなり，一層有効性を増すであろう。
以上の元帳による銀行取引の分析には，期間
の限定がある。すなわち，三井文庫が所蔵する
物産の元帳は，明治９（１８７６）年の創業以来大正
１１（１９２２）年までに限られ，かつ大正期を中心に
一部欠落がある。つまり創業から大正中期まで
に考察が限定されている。したがって完全に連
続しているとは言いがたいが，明治・大正にわ
たるかなり長期間がカバーされているので，大
勢把握には十分役立つであろう。
なお，長期間にわたる考察は時期区分が必要
であるが，同社の明治９年創業から同２６（１８９３）
年７月合名会社組織となるまでを創業期，それ
以後同４３（１９１０）年１０月に株式会社組織となるま
でを合名会社期，それ以降元帳がある大正１１年
までを株式会社期とする。同社の勘定体系は組
織変更時に大きく変化しており，同社発展の画
期でもあるので，３つの時期に区分して考察を
行う。その全体は相当な長期間であるので，本
稿はとりあえず創業期＝明治９～２６年に限定
し６），次稿で合名会社期＝同２７～４２年，次々稿
で株式会社期＝同４３～大正１１年取り扱うことと
する。
１） 拙著『戦前期三井物産の財務』では，財務
部門の機能，同部門の人的側面，収支構造分
析，金融上の諸問題を扱い，とりあえず概要
を示している。
２） 物産内部資料にアクセスできたはずの『三
井事業史』の執筆者達も触れていないのは，
探索しても発見できなかったためであろうか。
ただ，後述の「事業報告」の「金融表」を使
えばある程度記述は可能であったはずであり，
銀行取引の解明に関心がなかったのかも知れ
ない。
３） 最近刊行された『三井物産事業報告書
１８９７－１９４４カラーＤＶＤ版』（丸善，２００７年）で
は，三井文庫所蔵の事業報告の欠如部分をア
メリカ国立公文書館所蔵分で補充しているが，
それでも明治３０～４２年間の一部と大正９年が
欠如している。
４）「資金運用」として掲載されている「大口
貸付先一覧」（明治２４年上期～４２年下期）の中に
三井物産が登場すること，「事業別貸出金調」
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（昭和４年１２月末，５～８年の各６月末，１２月
末の９時点）の「雑」の分類に三井物産の残高
が記載されている（貸付金，割引手形，当座貸
越等の科目別）。
５） 拙稿「三井物産の有価証券貸借―明治・大
正初期の事例」『専修大学社会科学研究所月
報』５１６号，２００６年６月，「戦前期三井物産の
諸投資」『社会科学年報』４１号，２００７年３月，
「三井物産の社内保険の実態」５２６号，２００７年
４月は，いずれも三井物産元帳における関係
科目を摘出して分析したものである。
６） 創業期のうち明治９～２４年では，元帳は年
単位であり，以後半期単位に変化する。合名
会社への組織変更は２６年７月であるから，厳
密には創業期の期間を明治９年から２６年６月
期までとすべきであるが，ほとんどの期間が
年単位なので，作表の都合上，一応２６年１２月
までとする。
２ 貸借対照表における借入・預金の検討
ところで三井物産の貸借対照表では，借入・
預金等はどう表示されているのか。創業期の同
社貸借対照表については，内部資料で連続的に
把握できるものは未見であり，『稿本三井物産
株式会社１００年史』の資料編と思われる中の
「第７章 決算」に含まれる連続貸借対照表が
筆者の知る唯一のものなので，それによって考
察を進めたい。
創業期について関係科目を摘出・整理したの
が第１表である。同表では銀行以外の借入金等
も表示したが，次の諸点を指摘できよう。
第１に，大元方借入金が当初の２万円強から
漸減して１万円強に至るまで，１５年間続いたこ
と（１８年に一時的に３万円強となるが，疑問が
ある），大蔵省借入金が明治１０（１８７７）年から始
まり，急増して１２～１４年には６７万円前後を記録
し，以後急減して２０年には一旦消滅，２１年のみ
１６万円弱の借入が発生，２３年以降５万円台の借
入が続くこと，当初から内容不明の６千円強の
「その他借入金」があって，１６年に半減，１８年
には消滅すること，などがみられ，明治１０年代
半ば頃には大蔵省借入に大きく依存していたこ
とが分かる。それは買入船舶関係や，荷為替割
引の存在と共に外国為替関係での資金調達と推
察される。
第２に，銀行取引としては三井銀行とその他
銀行に区別されて当座勘定と借入金が計上され
ていることである。その他銀行がいずれである
かはここからは知る由もない。そして三井銀行
には借方に「三井銀行勘定」があり，その他銀
行にも借方に「その他銀行勘定」の科目が登場
し，その内容が不可解である。三井銀行では当
座預金残高は期によって大きく増減するが，残
高記載がない明治１１，２０年は当座借越と想像さ
れ，借入金か「三井銀行勘定」かに現れるはず
であり，そもそも「三井銀行勘定」の内容に関
心が持たれる。その残高が３，４０万円の期も多
くあり，重要な意味を持っていると想像される。
「その他銀行勘定」でも明治１４，２０，２３，２４年，２５
年下期に当座残高はなく，当座借越の可能性が
あろう。いずれにせよ「三井銀行勘定」「その
他銀行勘定」のごとき曖昧な科目の存在が何で
あるか解明の必要があろう。
第３に，支払手形が散発的にみられるが，発
行目的が気になる。実質上借入であるのか，そ
うでないのか明らかでない。
第４に，２６（１８９３）年下期には４４万円の「その
他借入金」，貸方に５４万円の「三井銀行勘定」
の発生，２８万円の「支払手形」の発生があり，
それ以前とは大きく異なる現象となっている。
合名会社に組織変更した期であるので，会計処
理に何らかの変更があったと思われるが，その
点は次稿で再述しよう。
要するに，貸借対照表の上の科目では，預金，
借入金の姿が明瞭な表示でなく，かつ「その他
銀行」が特定できず，銀行取引の実態を把握で
きないといえよう。だからこそ実態解明には，
創業期三井物産の銀行取引
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第１表 貸借対照表上の銀行取引等 （単位：円）
貸 方 借 方 貸 方 借 方 貸 方 貸 方
決算期
大元方
借入金
大蔵省
借入金
その他
借入金
三 井 銀 行 そ の 他 銀 行
支払手形
荷為替
割 引勘 定 当 座 借 入 勘 定 銀行勘定 当 座 借 入
明治９年 ２２，５００ ６，２２４ １１，８００ ４５，０００
１０年 １８，９００ ４１，２００ ６，２２４ ６９，９００ １４，３６２ １１３，３２４ １，０４０
１１年 １８，９００ ４９７，７９２ ６，２２４ １０３，３６３ ２９３ ６２，４６４ １８９
１２年 １８，９００ ６７３，５９２ ６，２２４ １００，０００ １２３，２３５ ２９３ １９８，７１４ ５８，５８９ ９０，１２２
１３年 １８，９００ ６７９，０７８ ６，２２４ １００，０００ ７１，６７８ ２９３ ３７，０８１ １００，３２８ ２３１，２３１
１４年 １８，９００ ６６９，１９３ ６，２２４ １００，０００ １０７，０５３ １８，８５８ １７９，７３７ ３１６，６５１
１５年 １８，９００ ２９５，１３９ ６，２２４ １１５，０７３ ２６，５００ ６８，４６５ ９３，１１３ ９３，６３１
１６年 １８，９００ ２５８，３５２ ２，９２１ ９３，１８９ ７８，５９９ ２５，１７８ １８７，５２４ ８，８８８
１７年 １８，９００ ２０６，２９１ ２，９２１ １４２，１７０ １２０，８４３ １８６，８５１ ３９，４３３ ９９，１１８ ８，８８８
１８年 ３１，６３０ １２０，１８８ ９５，５２６ ６４，１０４ ３０，７０９ １６９，５９０ ７１，９４３
１９年 １２，７３０ ３０，０００ １１５，０００ １４，６３８ １４１，２６０ ６７，９９６ ４５１，８６０ ４，７０５ ９７，０７５
２０年 １２，７３０ ４２１，９２６ ４５０，０５２ ６８２，７００ ８００
２１年 １２，７３０ １５６，９６３ ３５７，３５０ ７１，０００ ４００，５２６ ３１，８００ ７９３，２００ ９，０００
２２年 １２，７３０ ３８３，４５８ ５２，１９６ ４３６，５００ ４０，６７２ ８０８，９１５ ２，６６１
２３年 １２，７３０ ５９，２６４ ３５５，０３７ ７４，９０６ ３９７，５００ ５，２１６ ８４４，４３９ ９２，８７５
２４年 ５６，２６４ ３５５，１２１ １５７，１０４ ４２１，５００ ５０，０４６ ７２８，２６７ １４５，４３２
２５年上期 ５３，２６４ ３５５，１５９ １７２，９８６ ７１０，１００ ２８，４６５ ４０２，０６７
下期 ５３，２６４ ９７，３５２ ９２３，４９２ ６１４ ４，１００ ６０，０００
２６年上期 ５０，２６４ ６７，５４９ １，２１０，４９３ １７，８５４
下期 ５０，６６４ ４３５，９５８ ３３，０５７ ５３８，３８２ ２４，９８９ ２７５，５６８
〔備考〕『稿本三井物産株式会社１００年史』の資料編「第７章 決算」の表から作成。
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それを示す内部資料が必要であり，本稿が元帳
依存によってそれを果たす意義がある。
３ 元帳における預借金科目の内容
創業期の元帳において預借金に関する科目を
摘出すれば，次のごとくである。
「三井銀行」（当座），「三井銀行別口」（のち
「三井銀行別途預金」），「三井銀行別途借用
金」（のち「三井銀行借用金」），「三井銀行」，
「第一銀行」（当座），「各銀行預リ金」であり，
「貸付金」，「預リ金」も関係がある。それらの
残高は第２表のごとくである。
「三井銀行」（当座）は，明治９（１８７６）年では
「三井銀行当座預ケ金」の科目であり，１１年に
は「三井銀行預金」となり，１２～２３年では「三
井銀行勘定」となり，２４年「三井銀行当座勘
定」，２５年上期「三井銀行当座預金」，同年下期
以降「三井銀行当座勘定」が定着する。内容は
終始当座預金である。第一銀行（正確には「第
一国立銀行」であるが，本稿では便宜上「第一
銀行」と略しておく）でも，扱いはほぼ同一で
ある。要するに，三井銀行と第一銀行では，名
称はともかく当座預金だけ独立科目として取扱
われていたわけである。
そして明治１９（１８８６）年から「三井銀行別途借
用金」（２１年から単に三井銀行借用金），「三井銀
行別途預金」（２０年以降「三井銀行別途預ケ金」
「三銀別途預ケ金」などと記載されているが，
内容は同一）が設けられている。さらに明治２５
第２表 元帳における銀行関連科目（創業期） （単位：円）
決算期
三井銀行 三井銀行
勘 定
第一銀行
当座預金
各銀行
預リ金
預リ金 貸 金
当座預金 別途借用金 別途預金
明９ △１１，８００ ０ ２７，１３４ ２０，０４９
１０ △６９，７００ △１１３，３２４ ７９，３１６ ５９，０４０
１１ １，１１２ △６２，４３９ ２４７，７０６ １４４，５８９
１２ △１２３，２３５ △１９８，７１３ ５７０，４１８ ２４０，８１１
１３ △７１，６７７ △３７，０８１ ４３９，６７２ １３７，３３０
１４ △１０７，０５３ △７０，８６８ ２７６，７５８ ７６，５２２
１５ △１１５，０７２ △６８，４６４ １４８，８８２ ８３，４１０
１６ △９３，１８９ △２５，１７７ ３７７，４０３ ２０９，３９３
１７ △１２０，８４３ △３９，４３２ ９１，３３９ ６９，２６５ ２１５，２３８
１８ △９５，５２６ △３０，７０８ １７６，８６０ １１５，２１７ １８２，１４０
１９ △１４，６３７ ４５，６８２ １１５，０００ △６７，９９６ ５０２，８６０
（
省
略
）
（
省
略
）
２０ ０ ４００，０００ ４２１，９２５ ０ ６５７，２００
２１ △７１，０００ ３５７，０００ ３５７，３５０ △３１，８００ ７５７，７００
２２ △５２，１９６ ３８１，５００ ３８３，４５７ △４０，６７２ ７２１，９１５
２３ △７４，９０６ ３５２，５００ ３５５，０３６ ５，２１６ ８７０，０７２
２４ △１５７，１０４ ３５２，５００ ３５５，１２０ ５０，０４６ ７８２，２００
２５ △９７，３５２ ３５２，５００ ３５５，２０７ ９２３，４９２ ６１４ ７４４，６００
２６上 △６７，５４９ １，２１０，４９２ △１７，８５４
〔備考〕 三井物産の元帳から作成（円位未満切捨）。以下の諸表も特に断らない限り同様。
当座預金の△印は当座借越残。
創業期三井物産の銀行取引
１８７
（１８９２）年には「三井銀行勘定」が登場するが，
それまでの「別途借用金」「別途預金」を受け
継ぎ，２０口の借用金を加えて構成している。
以上の三井，第一の当座預金と三井の別途借
用金・別途預金の科目だけでは，一般的な借入
金・預金の存否が明らかでない。実は「預リ
金」と「貸金」の中に混入しているのである。
たとえば「預リ金」では「九州米買入用ニ付三
井銀行ヨリ別段借入ル」（明治９年１２月２３日，５００
円），「同」（同日，３万円），「東京地回リ米買入
ノ為三井銀行ヨリ別段借用ス」（同年１２月３１
日，１万円），「第一銀行ヨリ米買入ノ為ノ借用
分，来１４年１月３１日迄ノ定メ」（１３年１１月２７日，
１万円）のごとく，数多くの借入金が含まれて
おり，反面，「第四銀行ヨリ年７朱ノ割ヲ以テ
預ル」（明治１１年３月２２日，６万円），「三井銀行
ヨリ１０万円預リタル年９分ノ利子上半期分」（１３
年１１月３０日，４５００円）のごとく「預カリ」も散
見される。また，「貸金」では「三井銀行別口
預ケ１５万円ノ残入」（明治１６年６月１２日，８万
円）や「三井銀行ヨリ借用洋銀３万弗ニ対シ預
金」（明治１７年６月２０日，３万１６６９円）などの表
現から預け金の存在が知られる。要するに，銀
行からの借入，銀行への預け入れの事態が，独
立科目を設けていないために，一般的な「預リ
金」「貸金」に含めて処理されているわけであ
る。
そして明治１７（１８８４）年に「各銀行預リ金」が
設定され，１８年から銀行借入関係はそこに一括
されたと思われる。すなわち，貸方では諸銀行
からの借入，借方でその返済が記載されている。
そこでは三井，第一を含め多数の銀行との貸借
関係をみることができる。当然，その内容が検
討対象となる。
それ以外に明治９年のみ設定された勘定科目
がある。すなわち，「横浜三井銀行」と「貸
借」である。前者では，明治９年８～１２月にお
ける三井銀行横浜支店への預け入れ，引き出し
が記録されており，洋銀売買関係が中心を占め
ている１）。後者では，明治９年７～１２月の取引
について，貸方に旧先収会社や個人からの預か
り，貸金の返却など，借方に預り金返却，貸金
などが記載されているが，若干の銀行取引が含
まれている。すなわち，借方に銀行への貸金，
貸方に銀行からの借入金，貸金返却などが記載
されている２）。前者は，横浜での洋銀を中心と
する取引に三井銀行横浜支店を使っていたこと
を示すが，一時的に設定された特別の存在であ
った。後者は，「預リ金」の科目に引き継がれ，
これまた一時的に終わったのである。とにかく
創業当初，独立科目にするほどの意味があった
ことが分かる。
さらに，東洋銀行勘定が明治１１，１２年だけに
設定されている。借方には合計６０件が記載され，
「清国輸出○○号積米代」（３５件），「同○○号小
麦代」（６件），「清国香港送り○○号銅代」（４
件）など主に清国向輸出品の代金が記載されて
いる。貸方には５６件が記載され，「清国輸出○
○号積米前金の分」（６件）や「第○号手形ヲ以
テ引出ス」（３０件）のごとき出金，「倫敦エ電信為
替ノ分」「借越ノ利息金」などがある。明治１１
年での累計は１，２６１，４８８円，１２年の累計は３２，４５７
円で，１１年にこの科目での出入りが活発であっ
たことが知られる。東洋銀行からの借入や同行
への預金の直接的記載は見当たらないが，「？
２万５千円ヲ抵当トナシ借入タル分戻ス」（明治
１２年４月３０日，４４，６９３円）や「差引勘定借越ノ
利息金」（１１年１１月３０日，８１円）などが記載され
ていることから，借入の可能性がある３）。
１） たとえば借方「横浜ニテ洋銀９千弗売却代
金預ケ置ク」（明治９年８月１２日，８４７５円），貸
方「洋銀買入代金ノ内ヲ以テ洋銀５千弗代
払」（同年９月１日，４８１５円）など洋銀取引がら
みが多く記載されているが，貸方「十四番館
エ石油８５０箱代金残トシテ渡ス」（９月２８日，３０９
１８８
円），借方「徳澄エ売却ノ三池石炭５００頓代金
預ル」（１１月４日，２５００円）など洋銀以外の取引
も若干含まれている。同科目で借方記入１４件，
貸方記入２０件，いずれも累計８９，４８５円となっ
ている。銀行関係は次の通り。まず借方。
９月５日「陸軍省約定絨代ノタメ洋銀買入ト
シテ横浜三井銀行エ送ル」１０，０００円（横浜三
井銀行は三井銀行横浜支店のことであろう）
９月９日「横浜ニテ洋銀買入代内トテ横浜三
井銀行分店エ送ル」９，５００円
１１月１日「第二国立銀行エ貸金ノ利足横浜ニ
テ請取リ浜三井エ預ケル」１，０６８円（浜三井
は三井銀行横浜支店のことであろう）
次に貸方。
９月６日「横浜三井銀行エ送リ金ノ内ヲ以テ
洋銀５千弗買入代金払」４，８４０円
２） その事実を列挙すれば次のごとくである。
まず借方。
８月１７日「洋銀５万５千弗抵当ニシテ１０月３０
日限リ利息年９朱ノ割ヲ以テ第一国立銀行
エ貸ス」５０，０００円
８月２３日「第二国立銀行５万５千弗抵当ニシ
テ１０月３０日限リ約定ニテ同行エ貸ス」５０，０００
円
１２月１２日「九州米用ニ付三井銀行ヨリ別段借
入タル金高改メテ預リ金勘定ヘ回ス」７２，２００
円
次に貸方。
８月２４日「九州米買入代内金トシテ三井銀行
ヨリ別段借ニ立ル」２８，５００円
１０月７日「九州米用ニ付三井銀行ヨリ別段借
ニ立ル」５００円
１０月２３日「九州米用トシテ三井銀行ヨリ別段
借用ス」７００円
１０月３０日「第一国立銀行エ去ル８月１９日貸金
ノ分返済？ニ付請トル」５０，０００円
１１月１日「第二国立銀行ノ貸金戻ル抵当トシ
テ洋５万５千弗預リシ分戻ス」５０，０００円
１１月１７日「九州米用トシテ三井銀行ヨリ別段
借用ス」１３，５００円
同 「同 」８，０００円
同 「同 」１５，０００円
同 「同 ５００円
１１月２１日「岩橋萬造ヨリ大阪三井銀行為替証
書ニテ一時預ル」１０，０００円（大阪三井銀行は
三井銀行大阪支店のことであろう）
１１月２５日「九州米用トシテ三井銀行ヨリ別段
借用ス」５，０００円
１１月３０日「九州米用買入用トシテ去ル１０月１９
日三井銀行ヨリ別借入ル」５００円
借方記入５０件，貸方記入５２件，いずれも累計
２７４，６４１円。
３） 明治１２年には「洋２万弗３月限売分３月３１
日三銀ヨリ借入タル分仕払ノ為東洋銀行手形
ニテ入ル」（同年４月３０日，２４，８７６円）や「東洋
銀行振出手形入ル」（同年３月３１日，３，０８４円と
２，４５２円）」の記載があり，東洋銀行から資金
が物産に流れたことが知られる。
４ 元帳における預金取引の検討
１） 当座預金
創業期の三井物産元帳では，当座預金勘定が
三井，第一両銀行にのみみられ，物産の活動を
反映してか両勘定の出入もはげしい。第３表は
両勘定の出入りを検証し，年別に両行当座預金
の入出金の件数と累計金額を計算したものであ
る。件数は一応同勘定の利用頻度を示し，累計
金額は利用規模を示すと考えたからである。第
３表から判明する諸点を指摘してみよう。
第１に，明治９年は事実上三井銀行だけとい
ってよいが，１０年以降両行の当座が活発に使用
されていることが分かる。１０，１１年は三井銀行
が件数，累計額で多いが，１２～２４年は第一銀行
の方が件数，金額とも多い。２５年以降逆転する
が，創業期全体を通じて第一銀行の利用度が高
いといえよう。
第２に，残高が借越（△印）になっている期が
ほとんどである。物産が両行から資金を借用し
ていたことを意味する。もちろん期末残高であ
るから，３つの可能性，すなわち①期中は発生
していない，②時折発生している，③常時発生
している，ことがあり得よう。いずれにせよ借
越残があると云うことは，物産から借越利息の
支払が発生するはずである（のちに再述）。また，
創業期三井物産の銀行取引
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第３表 三井物産の当座預金取引 （単位：円）
決算期
三 井 銀 行 第 一 銀 行
件数 入金額 １件当たり 件数 出金額 １件当たり 残 高 件数 入金額 １件当たり 件数 出金額 １件当たり 残 高
明９年 ４５ ２７４，７２７ ６，１０５ １０６ ２８６，５２７ ２，７０３ △１１，８００ ３ ３０，３００ １０，１００ ３ ３０，３００ １０，１００ ０
１０年 ２２９２，３４４，９７３ １０，２４０ ６２５２，４０２，８７３ ３，８４５ △６９，７００ ４６ ５０６，４８８ １１，０１１ ９２ ６１９，８１２ ６，７３７ △１１３，３２４
１１年 ３４９２，１８６，３９１ ６，９６３ ５１９２，１１５，５７９ ４，０７６ １，１１２ １４３１，６３４，１３１ １１，４２７ ２７０１，５８３，２４６ ５，８６４ △６２，４３９
１２年 １７４１，３３７，５８４ ７，６８７ ５２０１，４６１，９３１ ２，８１１ △１２３，２３５ ２１９１，９５７，３８９ ８，９３８ ３８０２，０９３，６６３ ５，５１０ △１９８，７１３
１３年 １８０ ９６４，６２１ ５，３５９ ４０８ ９１３，０６３ ２，２３８ △７１，６７７ １８４１，０７９，３７５ ５，８６６ ３１７ ９１７，７４３ ２，８９５ △３７，０８１
１４年 ２２ ９５，６６２ ４，３４８ ７４ １３１，０３８ １，７７１ △１０７，０５３ ２３１１，２４５，６２７ ５，３９２ ４００１，２７９，４１４ ３，１９９ △７０，８６８
１５年 １５０ ９４５，３７２ ６，３０２ ２９５ ９５３，３９１ ３，２３２ △１１５，０７２ １２２ ６４９，３６９ ５，３２３ ２６９ ６４６，９６５ ２，４０５ △６８，４６４
１６年 ９０ ３８０，２７７ ４，２２５ ２６６ ３５８，３９４ １，３４７ △９３，１８９ １５９１，０１５，９４２ ６，３９０ ４８１ ９７２，６５５ ２，０２２ △２５，１７７
１７年 ３１ ２８０，２１５ ９，０３９ １２４ ３０７，８６９ ２，４８３ △１２０，８４３ １８０１，３５７，２６５ ７，５４０ ３８９１，３７１，５２０ ３，５２６ △３９，４３２
１８年 ４４ ３１８，６７８ ７，２４３ １５２ ２９３，３６１ １，９３０ △９５，５２６ １８２ ２７１，９９２ １，４９４ ５６０ ２６３，２６８ ４７０ △３０，７０８
１９年 ３９ ５９６，４００ １５，２９２ ２０１ ５１５，５１１ ２，５６５ △１４，６３７ ２１１２，２０２，３８８ １０，４３８ ６７２２，２３９，６７６ ３，３３３ △６７，９９６
２０年 ７９１，２１４，２９６ １５，３７１ ２０１１，１９９，６５９ ５，９６８ ０ ２３５１，８０１，７９０ ７，６６７ ３９８１，７３３，７９４ ４，３５６ ０
２１年 ９０１，０２９，１８４ １１，４３５ １６９１，１００，１８４ ６，５１０ △７１，０００ ３１４２，３２７，２５５ ７，４１２ ５９０２，３５９，０５５ ３，９９８ △３１，８００
２２年 ８５１，１２７，０２９ １３，２５９ ３０６１，１０８，２２５ ３，６２２ △５２，１９６ ３７９３，１９９，９８２ ８，４４３１，２４８３，２０８，８５４ ２，５７１ △４０，６７２
２３年 ７６ ９５２，９７０ １２，５３９ ２０９ ９７５，６８０ ４，６６８ △７４，９０６ ３２２４，１０９，９３９ １２，７６４ ５９０４，０６４，０５１ ６，８８８ ５，２１６
２４年 １８ １０４，２６４ ５，７９２ ８１ １８６，４６１ ２，３０２ △１５７，１０４ ２７７３，４５７，８９５ １２，４８３ ４０８３，４１３，０６５ ８，３６５ ５０，０４６
２５年上期 ３１ ５３９，２４１ １７，３９５ ７０ ５５５，１２３ ７，９３０ △１７２，９５６ １３０１，６４１，９０４ １２，６３０ １９５１，７２０，４１５ ８，８２３ △２８，４６５
２５年下期 ５５２，５４６，４００ ４６，２９８ １６４２，４７０，８１６ １５，０６６ △９７，３５２ １６２１，１６４，０３４ ７，１８５ ２２４１，１３４，９５５ ５，０６７ ６１４
２６年上期 ７８１，４９０，９１１ １９，１１４ １８１１，４６０，７７８ ８，０７１ △６７，５４９ １３６ ９９７，４７８ ７，３３４ ２２３１，０１５，９４６ ４，５５６ △１７，８５４
２６年下期 １０３１，８１６，７９２ １７，６３９ ２１４１，７８２，３００ ８，３２９ △３３，５０７ １３５ ７３８，１０５ ５，４６７ ２０２ ７４５，２４０ ３，６８９ △２４，９８９
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借越が無制限に行われることは考えにくく，当
座借越契約で限度額が規定されているはずであ
るが，目下のところ契約の存在は確認できてい
ない。借越残高の最多は第一銀行の２０万円弱
（明治１２年）であるが，概して三井銀行の借越残
高の方が多く，物産が第一よりも三井から多く
信用を引き出していたことを想像させる。
第３に，件数をみると出金の方が入金よりも
圧倒的に多い。すなわち，用途の記載は全くな
いが「第○○号之手形ヲ以テ引出ス」という形
で出金され，数百円，数千円が圧倒的であるた
め件数が多くなる。反面，入金は「正金ニテ預
ケル」の表現が多く，時に「陸軍省ヨリ振出シ
タル手形ヲ以テ預ケル」や「第一国立銀行之手
形ヲ以テ預ケル」など手形による入金，「大坂
三井銀行ヨリ振出タル内券ヲ以テ預ケル」のご
とく，他からの実質上振り替え入金もある。入
金は数千円，１～３万円程度が多く，時に１０万
円以上の大口もある。
２） その他預金
明治１１（１８７８）年９月３０日「三井銀行エ預ケル
但年９分ノ利子ノ約定」１０万円が発生，以後数
年間この預金が継続される。確証はないが，当
座借越契約における担保ではあるまいか。もし
そうだとすれば，第一銀行でも当座借越契約が
あり，担保として預金が想像されるが，目下の
ところその確証は得られていない。
三井銀行の預け金の存在を追跡する手段とし
て受取利息に着目し，その中から預金利息を摘
出すれば第４表のごとくである。
物産は１１年９月末に三井銀行に１０万円を年利
９％で預け，１２月末に半年分２，２５０円の利息を
得ている。その後，摘要の表現は微妙に異なる
が，４５００円の利息を半期毎に得ている。ただし
１７年下期まで続くものの，第４表にみるように
元帳の記載は必ずしも連続していない。１３年下
期，１５年上下期，１６年上期に４，５００円の記載が
ないのはなぜであろうか。一旦解約され，復活
したのか，何か特別の会計処理があったのか明
らかでない。流れとしては同一預金が続いたと
みたいところである。その性格は滞留状況から
云って定期預金とみてよかろう。
１８年１月１７日に預金１０万円で３４４円が計上さ
れているのは，日割り計算された利息と思われ，
それまで続いてきた１０万円の預金がその日で解
約された公算が大きい。
元帳では以上の外に，２０年７月から別途預け
金に対する利息が計上されている。１９年１２月
１１５，０００円が預けられて開始となったもので，
摘要をみると「私立防長教育会」や「山口就産
所」からの預り金を物産が三井銀行に預けてい
るもので，物産自身の余裕金運用ではない。
また，１６年９月４日に三井銀行からの５，０５０
円の受取利息は，「三井銀行への預け金１５万円
の利子の外洋銀１８，０００弗借用したる利子差引
残」とあるので，臨時的な預金で，前述の１０万
円預金とは別事情のものであろう。
さらに，２２年９月３０日に「各銀行預金利子並
ニ仮払分」として４，４６８円がある。ただ「各銀
行」とあるのでは，銀行が特定できず，内容が
知りたいところである。
これ以外に臨時的な銀行への預け金がしばし
ば発生しているが，まさに臨時的であるからす
ぐに清算されて消滅する。それらは一つ一つを
みれば概して少額であるから，その内容をいち
いち示す必要はあるまい。
５ 元帳における借入金等
１） 借入金
創業期の元帳科目において借入金と明示され
ているのは，明治１９（１８８６）年からの「三井銀行
別途借用金」（明治２１年から「三銀借用金」とな
創業期三井物産の銀行取引
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第４表 銀行からの受取利息 （単位：円）
取引日 摘 要 金 額
１１ １２ ３１ 別口トシテ三井銀行ニ預ケタル１０～１２月迄３ケ月ノ利子 ２，２５０
１２ ２ １２ １２年１０月１日三井銀行ヘ預金１０万円ニ掛ル利子１１年１～６月分年９分ノ割 ４，５００
１２ ３ ３１ １０万円三井銀行ヘ預ケ金ニ掛ル利息本年７～１２月迄ノ分同行ヨリ入ル ４，５００
１３ ６ ３０ 金１０万円三井銀行預ケ金利子当１月ヨリ６月迄ノ分年９分ノ割ニテ受取ル ４，５００
１４ ６ ３０ 金１０万円三銀ヘ預ケ金ノ利子本年１月ヨリ６月分迄 ４，５００
１６ ９ ４ 三井銀行へ預ケ金１５万円ノ利子ノ外洋銀１８，０００ドル借用シタル利子差引残 ５，０５０
１６ １２ ３１ 三井銀行金１０万円預ケタル１６年上半季ノ利息６月３０日受取タル分 ４，５００
１６ １２ ３１ 三井銀行預金１０万円ノ利子本年下半季分入ル ４，５００
１７ ６ ３０ 三井銀行預ケ金１０万円ニ掛ル１～６月迄ノ利子入ル ４，５００
１７ １２ ３０ 三井銀行預ケ金１０万円利子下半季分入ル（９分） ４，５００
１８ １ １７ 三井銀行預金１０万円利子入ル ３４４
２０ ７ ７ 三井銀行別途預金利息１９年１２月２１日ヨリ２０年６月２０日迄８厘日歩 ５９９
２０ １２ ２９ 三銀別途預金６月１１日ヨリ１０月２０日迄差引残ニ対スル利息三銀入る １８８
２１ ６ ２５ 三井銀行別途当座預金貸借利子２０年１２月２１日ヨリ２１年６月２０日迄ノ分入ル ９５
２２ ９ ３０ 各銀行預金利子並仮払分 ４，４６８
２２ １０ １１ 三銀別途預金ニ対スル上半期利子入 ５
２３ ３ ６ 三銀別途預金ニ対スル２２年下半期利子入 ８０
２３ ６ ２５ 三銀預金利子入 ３３
２３ １２ ２５ 三銀別途預金利子入 ３６
２４ １２ ２８ 三井銀行別途預ケ金下半季利子入 ３７
２５ ６ ２９ 三井銀行別途預ケ金ノ上半季利子入ル ３８
２５ １２ ３０ 三井銀行別途預ケ金ノ利子下半季分 ４８
２６ ６ ２７ 三井銀行別口預ケ金２，７０７円ニ対スル１２／２１ヨリ６／１７迄ノ利子入 ４０
９ １１ ８ 東洋銀行エ預ケ洋４６，０００万弗８月２２日ヨリ１０月３０日迄年８分５厘ノ割ニテ利子洋７４９弗８分６厘ノ内ヨリ借用洋４６，０００弗９月
８日ヨリ１０月３０日迄年１割ニシテ此利洋６６７弗９分４厘引去リ洋８１弗９分２厘和市５９匁換ニテ請取ル ８０
９ １１ １０ 東洋銀行エ預ケ洋１１万弗８月１７日ヨリ１０月３０日迄年８分５厘ノ割ニテ利子洋１，８９５弗６分１厘請取ル５９匁１分２厘換ニテ １，８６７
１３ ６ ３０ 銀貨５万円ニ掛ル利子１３年２月２日ヨリ同２９日迄２８日分年？分ノ割ニテ第一銀行ヨリ受取ル ３０６
１３ ６ ３０ 銀貨５万円ニ掛ル利子，貿易銀３３９弗１３年３月１日ヨリ５月１日迄３１日分年８分ノ割デ第一銀行ヨリ受取ル ４６５
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り，２５年下期から「三井銀行勘定」に引継）だ
けである。
その内容が判明した２０年の分を掲げれば第５
表のごとくである。多くの場合米，〆粕が抵当
物であるが，魚油，塩，砂糖，三椏，生糸のこ
ともある。１件数千円と２，３万円の場合が多
いが，１２万円と９．５万円の大口もあり，１年間
で３３件，累計８３万円に及び，かなり活発な借入
であった。返済が判明した分だけ表示したが，
同年の１～９月の借入は長くて８～１０カ月（７
件），１～２カ月（２件）もあるものの，３～５
カ月がむしろ多い（９件）。１２月に借り入れた８
件には２年弱に及ぶものが６件含まれ，そこに
は前掲１２万円と９．５万円の大口が含まれている。
一括返済が多いが，分割返済も数件ある。要す
るに「別途借用金」の内容は，諸商品を担保に
した借入が主であり，期間は数カ月を超えて１
年以上に及ぶものもあり，短期の無担保借入と
第５表 三井銀行別途借用金（明治２０年） （単位：円）
借入日 第１１号元帳ヨリ繰越高 ４５，６８２ 返済日 返済額
２０ １ １５ 三井銀行ヨリ借用 抵当越中米１４，０００俵 ３０，０００ ２０ １０ １１ ８，０００
２０ １２ １０ ２２，０００
２０ １ １９ 〃 〃 ３９，３１８
２０ １ ２０ 〃 〆粕１２，０００俵 ３２，０００ ２０ ９ ３０ ３２，０００
２０ １ ２９ 〃 〆粕３，９００個，魚油５，５００箱 ２０，０００ ２０ ９ ３０ １０，０００
２０ ２ ２ 〃 横浜機械糸１００個 ３６，０００ ２０ １２ ６ ３６，０００
２０ ２ ５ 〃 〃 ３６，０００ ２０ １２ １０ ３６，０００
２０ ３ １ 〃 米２万俵 ３６，０００ ２０ １２ １０ ３６，０００
２０ ３ ３ 〃 函館米１０，９４３俵 ２０，０００ ２０ ９ ３０ １０，０００
２１ １ １０ １０，０００
２０ ３ ５ 〃 米８千俵 １６，０００ ２０ １２ １０ １６，０００
２０ ３ ２４ 〃 横浜砂糖６，５００石 １７，０００ ２０ ９ ３０ １７，０００
２０ ３ ２４ 〃 負債証書１６，０００円 １４，０００ ２０ １２ １０ １４，０００
２０ ５ ５ 〃 負債証書３５，０００円 ３１，５００ ２０ ９ ５ ３１，５００
２０ ５ ５ 〃 函館米３，０５０石 ５，０００
２０ ６ １８ 〃 〃 ５，０００ ２０ １２ １０ ５，０００
２０ ６ ２２ 〃但函館口 函館米２，９４５石 ５，０００ ２０ １２ １０ ５，０００
２０ ６ ２２ 〃 〃 ５，０００
２０ ７ ６ 〃 米１０，５００俵 ２０，０００ ２０ １２ １０ ２０，０００
２０ ７ ８ 〃 〆粕９，５５０個 ３５，０００ ２０ １２ １０ ３５，０００
２０ ７ １５ 〃 函館塩抵当１万円内 ６，０００ ２０ ９ ２７ ５，０００
２０ ７ ２０ 〃 〆粕７，０００俵 ２６，０００ ２０ １２ １０ ２６，０００
２０ ７ ２０ 〃 〆粕１０，４９７個 ３８，０００ ２０ １２ １０ ３８，０００
２０ ７ ２２ 〃但函館支店１万円残 ４，０００
２０ ９ ７ 〃 米５，０００石 ２２，０００ ２０ １２ １０ ２２，０００
２０ ９ １２ 〃 三椏１５，０００貫 ９，６００ ２０ １０ ４ ９，６００
２０ ９ ３０ ７／２９売却１５号借用金６千円内６／２７返金分 ５，０００
２０ １２ １０ 第２２号生糸抵当ヲ以テ借入 ３６，０００ ２２ ９ ５ ３６，０００
２０ １２ １０ 第２３号郵船会社負債証券ヲ以テ借入 １４，０００ ２０ １２ ２４ １４，０００
２０ １２ １０ 第２４号米抵当ヲ以テ借入 １０，０００ ２２ ９ ２５ １０，０００
２０ １２ １０ 第２５号 同断 ９５，０００ ２２ ９ ２５ ９５，０００
２０ １２ １０ 第２６号〆粕魚油抵当ヲ以テ借入 １２０，０００ ２１ ３ １０ ２３，０００
２１ ６ ２５ ２０，０００
２２ ９ ２５ ７０，０００
２０ １２ ２１ 海上保険抵当トシテ三銀ヨリ借入 ８，０００ ２１ ６ ２５ ８，０００
２０ １２ ２２ 第２８号ニテ借用ス ２０，０００ ２２ ９ ２５ ２０，０００
２０ １２ ２７ 三銀ヨリ別途口第２９号兵庫〆粕４０００俵抵当ニテ借入 １６，０００ ２２ ８ １９ １６，０００
次期繰越高 ８７８，１００ 返済累計 ７５６，１００
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区別され「別途」の名が冠せられていたように
思われる１）。
「別途借用金」は残高で云えば，１９年末４．６
万円，２０年末４０万円，２１年末３６万円，２２年末３８
万円，２３年末３５万円という推移である。明治１９
年では僅かしか発生していないが，２０年では活
発に動きがあり，２１年は下火に（２件，１．８万
円），２２年に若干あるものの（１３件，３４万円），２３
年以降は個別借入が一括されて表示され，さら
に「三井銀行勘定」に引き継がれて内容が不明
となる２）。
実は，一般的借入は「預リ金」「貸金」の中
に含まれており，その解明が必要となる３）。同
科目は明治９年から設けられ，１７年までの間，
一般の貸借取引にまざって，いくつかの銀行と
の貸借が記帳されているからである。それ以降
は「各銀行預リ金」の科目で銀行との貸借が記
帳されている。それでは順次その内容を解明し
よう。
まず，明治９年は三井銀行だけの借入で，す
べて米買付資金の調達であった。すなわち，第
６表にみるごとく物産は九州米買付（一部東京
での買付米）のために三井銀行から借入，年末
に納入先大蔵省から代金を受け取り，同行へ返
済している。借入は１５回累計２４１，１００円，返済
は４件累計２２９，３７０円でほぼ年内に決着が付い
ている４）。むしろ９年の三井銀行借入は，やや
特殊な案件といえよう。
明治１０，１１年では借入行為が見当たらず，１３
年から活発に発生する。ただ，第四銀行から１１
年３月２２日６万円（５月３０日返却），５月３０日１
万円（８月１６日返却）の預り金が発生している。
年７朱の金利をつけているが，銀行側が余裕資
金を運用したのか，物産が借入の形をとりたく
第６表 明治９年の借入
借方 （単位：円）
９ ８ １４ 三井銀行別段借入（九州米用） ２８，５００
９ １０ ７ 〃 〃 （ 〃 ） ５００
９ １０ １７ 〃 〃 （ 〃 ） ７００
９ １０ ２３ 〃 〃 （ 〃 ） １３，５００
９ １１ １７ 〃 〃 （ 〃 ） ８，０００
９ １１ １７ 〃 〃 （ 〃 ） １５，０００
９ １１ １７ 〃 〃 （ 〃 ） ５００
９ １１ ２５ 〃 〃 （ 〃 ） ５，０００
９ １２ １１ 〃 〃 （ 〃 ） ６，０００
９ １２ ２３ 〃 〃 （ 〃 ） ５００
９ １２ ２３ 〃 〃 （ 〃 ） ３０，０００
９ １２ ２９ 〃 〃 （東京ニテ米買入用） ３５，０００
９ １２ ３１ 〃 〃 （九州米用） １０，０００
９ １２ ３１ 〃 〃 （ 〃 ） ６０，９００
９ １２ ３１ 〃 〃 （ 〃 ） ２７，０００
計 ２４１，１００
貸方
９ １２ ３１ 三井銀行ヘ渡ス（大蔵省納古米代金） １３６，４７６
９ １２ ３１ 〃 （ 〃 ） ８，６４９
９ １２ ３１ 〃 （大蔵省納肥前米代金） ８１，６１２
９ １２ ３１ 〃 （大蔵省納九州古米代金） ２，６３３
計 ２２９，３７０
１９４
なかったのか事情は不明である。結果的には物
産の資金調達となっている。
１２年以降，三井，第一，安田，第三，第二十，
第百十二の諸行および日本銀行との貸借が頻繁
に発生している。第７表は明治１３～１７年の銀行
別借入・返済を元帳の「預リ金」勘定から摘出，
計算したものである。各年，各行ごとに借入
額・返済額と件数を表示したが，次の諸点を指
摘できよう。
第１に，借入規模は明治１３年では１２万円であ
ったが，１４～１７年では２０，３０万円程度であった。
反面，返済規模は１３年の１０万円から１７年の５２万
円まで大きく変動し，毎年の借入額と返済額は
必ずしも一致していない。すなわち，年度中に
借入・返済が完結すれば一致するはずであるが，
長期の借入や，分割返済，短期でも年度をまた
第７表 明治１３～１７年の銀行別借入・返済状況 （単位：円）
年 銀行名
借 入 返 済
件数 金 額 件数 金 額
明１３
三井銀行 ３ ５５，３２０ ８ ８０，０８８
第一 〃 ４ ３８，０００ １ １０，０００
正金 〃 １ ２７，４７７ ４ １４，６６１
計 ８ １２０，７９７ １３ １０４，７４９
１４
三井銀行 １０ １５３，２３８ １１ ７０，２５０
第一 〃 ６ １１５，０００ ９ ６２，０００
正金 〃 １ １３，７３８
第三 〃 １ ５，０００ １ ５，０００
安田 〃 ２ ６０，０００ ４ ５０，０００
計 １９ ３３３，２３８ ２６ ２００，９８８
１５
三井銀行 ３ ２６，５００ １２ ７５，０６５
第一 〃 ８ １３３，０００ ９ １２５，３６７
第二十〃 ２ ２０，０００ ２ ２０，０００
安田 〃 １ ３５，０００ ６ ８５，０００
第百十二〃 １ ３０，０００ ２ ３０，０００
計 １５ ２４４，５００ ３１ ３３５，４３２
１６
日本銀行 １ １８，０００ １ １８，０００
三井 〃 ２ ２０，８９１ ７ ９３，５９９
第一 〃 ３ ５７，９７１ ２ ２０，０００
第二十〃 ６ ５５，０００ ２ １５，０００
第三 〃 １ ３０，０００
安田 〃 ３ ４０，０００ ４ ６０，０００
計 １６ ２２１，８６２ １６ ２０６，５９９
１７
三井銀行 ２ ２８，０００ ６ １０６，５９８
第一 〃 ３ ６５，０００ ７ １３７，９７１
第二十〃 ８ ６４，０００ １４ １４６，２５０
第三 〃 ２ ６０，０００ ３ ９０，０００
安田 〃 ２ ４０，０００ ２ ４０，０００
計 １７ ２５７，０００ ３２ ５２０，８１９
明
１３
―
１７
累
計
日本銀行 １ １８，０００ １ １８，０００
三井 〃 ２０ ２８３，９４９ ４４ ４２５，６００
第一 〃 ２４ ４０８，９７１ ２８ ３５５，３３８
正金 〃 １ ２７，４７７ ５ ２８，３９９
第二十〃 １６ １３９，０００ １８ １８１，２５０
第三 〃 ４ ９５，０００ ４ ９５，０００
安田 〃 ８ １７５，０００ １６ ２３５，０００
第百十二〃 １ ３０，０００ ２ ３０，０００
計 ７５ １，１７７，３９７ １１８ １，３６８，５８７
創業期三井物産の銀行取引
１９５
がっての返済であれば，不一致となろう。全体
でみても各行別にみても，不一致があるのはそ
のためと思われ，かなり不一致が多いことが注
目される。
第２に，借入の件数よりも返済の件数が多い
のは，分割返済があるためであろう。たとえば
日本銀行の１８，０００円（１件）や安田銀行の４万円
（２件）の借入・返済一致しているのは，年度内
に借入・返済が完結していることを意味し，分
割返済せず，短期であることを意味しよう。元
帳では返済期日の記載は稀であって，借入額と
返済額の照合によっても期間を推定することは
難しい。
第３に，各行別にみると三井・第一両行の比
重がやや大きいものの，他行の存在も無視でき
ない。①明治１５年設立の日本銀行から早くも一
度だけ１８，０００円を借り入れていること（後述の
時期には多数回，多額に依存している），②安
田とその同系＝第三，そして第二十（東京所在）
には継続的に借りていること，③正金は多額で
はなく，第百十二（東京所在）は１回だけの借入
であること，などを知ることができる。
第４に，三井と第一の比較では，明治１３，１４
年では三井の借入が第一より多いが，１５～１７年
では第一の方が三井より多い。物産と同系の三
井への依存度が大きいと想像されがちであるが，
かならずしもそうでなく，意外にも第一への依
存が１３～１７年累計では三井より多いことが知ら
れる（４１万円と２８万円）。
なお，銀行ではないが，この時期に大蔵省か
らの借入がしばしば発生していることに触れて
おこう。これまでも創業期の三井物産が三井銀
行や大蔵省からしばしば借入をした事例が断片
的に紹介されている５）。
元帳の「預金」「貸金」での記載がしばしば
判読不能のため，目下のところ網羅的に大蔵省
等からの借入金を摘出することができないが，
「利息」での記載の中に若干見出すことができ
る。その事例を若干挙げてみよう（借入額が判
明した分）。
明９．１１ 国債寮より１０万円
同１３．１１ 国債局より借用銀貨５万円
同１４．６ 国債局より洋銀４万弗
明１４．１２ 大蔵省借用銀貨１０万円
同 〃 秀吉丸元価８２，４９０円のうち
６４，０００円（分割払）
同 〃 頼朝丸元価１３６，１９２円のうち
４０，５００円（分割払）
同１６．１ 大蔵省より借用１円銀貨１万円
同１６．９ 大蔵省借用金１５万円
同１７．１２ 大蔵省借用金１２万円（紋銀買入資
金）
年月は利息が計上された時点であって，借入
発生時ではないが，借入の事実は把握できる。
元帳の記載で判読できた分なので，まだあるの
かも知れない。とにかく大蔵省から必要資金を
かなり借り出していたことは確かである。
さて，明治１８年以降は「各銀行預リ金」の科
目が設定され，そこで各銀行等の借入・返済が
記載されている６）。第８表は年度毎に銀行別の
借入・返済状況を同科目から摘出・計算したも
のである。
第１に，年間の借入・返済規模（累計）は前掲
１３～１７年より格段に多額となっており，営業規
模の発展を反映していると想像される。借入規
模でみれば１８年の５３万円は，１９，２０年で１００万
円前後，２１年以降２００万円超となっている（２５年
だけは日銀借入が前年より半減し，１７４万円で
はあるが）。
第２に，借入先は香港上海，第二，第十，第
十五，第三十二，第四十六，第百，第百十，第
百十九の９行が加わり，第百十二が抜けている
が，１３～１７年の時期より銀行数が広がっている。
もっとも第二，第十，第三十二，第四十六，第
１９６
第８表 明治１８～２６年の銀行別借入・返済状況 （単位：円）
年 銀行名
借入 返済
年 銀行名
借入 返済
件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額
明１８
日本銀行 ２ ６０，０００ ３ ８７，３００
２３
日本銀行 ３６ １，０４２，３００ ５３ １，２９１，２００
三井 〃 １２ ２４９，４４４ １５ ２４４，１２８ 三井 〃 ９ ２１５，０００ １１５ １２９，２１０
第一 〃 １ ３５，０００ １ １，２６８ 第一 〃 １１ ２５８，０００ １９ ３２０，０００
第二 〃 １ １０，０００ 正金 〃 ６ １４２，５００ １０ １６８，５００
第十 〃 １ １０，０００ 香上 〃 ２ ３３，７３８
第二十〃 ４ ５５，０００ ３ ３５，０００ 第三 〃 ３ ４１，８００
安田 〃 ８ １２２，１６０ ５ ６０，３００ 第十五〃 ９ ２７０，５００ １２ ２６８，５００
計 ２８ ５３１，６０４ ２８ ４３７，９９６ 第二十〃 ８ ６０，０００ １０ ５６，０００
１９
日本銀行 ６ ２７８，０００ １ ２，８００ 第百 〃 ９ １７９，０００ １５ １５６，２９３
三井 〃 １０ ２７３，５２６ １１ ２３８，５２６ 第百十九〃 ３１ ２３２，８９０ ２８３ ２８９，６０７
第一 〃 ４ １３７，６６０ ３ １１５，０００ 東京海上 ４ １０２，０００ １ ４４，０００
第二 〃 １ ２０，０００ 不明 １ ３５，０００
第三 〃 ３ ６０，０００ １１ ５０，０００ 計 １２８ ２，５７７，７２８ ５１９ ２，７５８，３１０
第二十〃 ２ ４０，０００
２４
日本銀行 ４１ １，１９５，０００ ５１ １，３６６，５００
第百十〃 ２ ２５，０００ 三井 〃 １１ １７９，０００ １１５ １９１，４００
安田 〃 ５ １５５，０００ ８ １６６，８６０ 第一 〃 ７ １８１，８００ ３９ ２４１，３００
計 ３１ ９４９，１８６ ３６ ６１３，１８６ 正金 〃 ６ ６３，０００ ２２ ２８５，６９０
２０
日本銀行 ２２ ９０２，０００ １４ ６０５，０００ 香上 〃 ４ ３３，７７９ ５ ６９，５１７
三井 〃 ４ ３８，３４３ ６ １２３，３４３ 第三 〃 ９ ５６，０００ ５ ２６，０００
第一 〃 ２ ８０，０００ ６ ９７，６６０ 第十五〃 ９ ２７７，５００ ７ ２３８，０００
第三 〃 １ １５，０００ 第二十〃 ８ ４１，２００ ６ ２０，５００
第十五〃 １ ３０，０００ 第百 〃 ６ １５３，５００ ７ １８９，５００
第百 〃 １ １５，０００ 第百十九〃 １７ ２５５，５４５ ２８ ２７４，１１８
第百十〃 １ ２５，０００ 東京海上 １ ５４，０００ １ ４４，０００
安田 〃 ３ ７５，０００ 不明 ２ ３７，０００ ２ ５，０５３
計 ３１ １，０８０，３４３ ３０ ９２６，００３ 計 １２１ ２，５２７，３２４ ２８８ ２，９５１，５７８
２１
日本銀行 ３８ １，５４４，０００ ４４ １，６３２，０００
２５
日本銀行 １８ ５１４，０００ ３４ ８８８，０００
三井 〃 ２ ６５，０００ ３ ６０，０００ 三井 〃 ２０ ９４９，２００ ３ １，０１８，２００
第一 〃 ６ １５７，２００ ４ １２５，０００ 第一 〃 ３ ６０，０００ ９ ３１６，５００
第十五〃 ９ ２５５，０００ ４ １１０，０００ 正金 〃 ７ １０９，０００
第百 〃 ５ ８３，０００ ３ ５２，０００ 第三 〃 １ ８，０００ ２ １６，０００
第百十〃 ２ １０，０００ 第十五〃 ３ １０５，０００ １０ ２５８，５００
第百十九〃 ８ １００，３００ １１６ １１７，５８３ 第二十〃 ２１ ４２，２００
安田 〃 １ ２１，０００ １ ２１，０００ 第百十〃 １ １０，０００
計 ６９ ２，２２５，５００ １７７ ２，１２７，５８３ 第百十九〃 ６ １３５，０００
２２
日本銀行 １６ ７５０，０００ ２３ ９０６，２４６ 東京海上 ３ ９４，０００ ９ １８７，０００
三井 〃 ２ ６０，０００ １ １０，０００ 不明 ２ ６５，０００
第一 〃 １０ ２５６，２１０ １６ ２７３，４１０ 計 ４９ １，７４０，２００ １０３ ３，０３５，４００
第三 〃 １ ４０，０００ １ ４０，０００
明
１８
―
２５
累
計
日本銀行 １７９ ６，２８５，３００ ２２３ ６，７７９，０４６
第十五〃 １０ ２５２，０００ １３ ３０５，０００ 三井 〃 ７０ ２，０２９，５１３ ２６９ ２，０１４，８０７
第二十〃 １ １２，６００ １ １２，６００ 第一 ４４ １，１６５，８７０ ９７ １，４９０，１３８
第三十二〃 ３ ３１，０００ 正金 １２ ２０５，５００ ３９ ５６３，１９０
第四十六〃 ２ ２２，１００ ２ ２１，５００ 香上 ６ ６７，５１７ ５ ６９，５１７
第百 〃 １８ ４２８，０００ ２１ ３９２，１７９ 第二 １ ２０，０００ １ １０，０００
第百十九〃 １３ ２５４，５００ ３７０ ２３８，８７２ 第三 １８ ２２０，８００ １９ １３２，０００
東京海上 ２ ３２，０００ １ ７，０００ 第十 １ １０，０００
不明 ３ １４，５１０ 第十五〃 ４１ １，１９０，０００ ４６ １，１８０，０００
計 ７８ ２，１３８，４１０ ４５２ ２，２２１，３１７ 第二十〃 ２１ １６８，８００ ４３ ２０６，３００
第三十二〃 ３ ３１，０００
第四十六〃 ２ ２２，１００ ２ ２１，５００
第百 ３９ ８５８，５００ ４６ ７８９，９７２
第百十〃 ３ ３５，０００ ３ ３５，０００
第百十九〃 ６９ ８４３，２３５ ８０３ １，０５５，１８０
安田 １４ ２９８，１６０ １７ ３２３，１６０
東京海上 １０ ２８２，０００ １２ ２８２，０００
不明 ２ ３７，０００ ８ １１９，５６３
計 ５３５１３，７７０，２９５１，６３３１５，０７１，３７３
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百十の諸行は単発的な登場であり，また物産が
付保で関係の深い東京海上保険からの借入も発
生している。
第３に，各年度での借入累計と返済累計は，
第８表でも依然として一致していない。たとえ
ば第百十のように明らかに年度をまたがってい
るもの（２５，０００円），第三（４万円），安田（２１，０００
円），第二十（１２，６００円）のように年度内に返済
があるものなど，簡単に借入と返済の対応が確
認できるものもあるが，大部分は不一致である。
１８～２５年の銀行別累計でみても，借入と返済の
かなりの不一致がみられ，目下のところ解明が
困難である７）。
第４に，借入規模（累計）で日銀が抜群に多額
であり（６２９万円），三井（２０３），第一（１１７），第
十五（１１９），第百（８６），第百十九（８４）と続き，
これら諸行への依存度が高い。安田は同系の第
三を含めれば５２万円であるが，東京海上（２８），
正金（２１），第二十（１７）と続き，それ以外の諸行
は前述のように単発的，少額である。
第５に，件数をみると借入累計で６３５件に対
し，返済が１，６３３件であって３倍近い。多くの
銀行において分割返済のため返済件数が多いこ
とを意味しているが，三井，第百十九両行は異
常に返済件数が多い。すなわち，三井は明治２３
年，２４年に少額多数回の分割返済があったため
であり８），第百十九は２１，２２，２３年に非常に少
額な多数回の分割返済があった９）。どのような
約定によるものか知るべくもないが，特異な事
例である。
次に，借入形態であるが，当座借越は別とし
て（後述），証書による借入で利息を支払う場合
と，約束手形を振り出して割引の形を取る場合
がみられる。両者とも実質上借入であることに
変わりない。ただ，前者が一括返済あるいは分
割返済であるのは当然として，後者でも同様で
あり，証書借入か約手振出かの手段は銀行によ
って選択を異にしているようである。第９表は
借入状況を借入手段別に分類してみたものであ
る。たとえば日銀借入はほとんどが証書借入で，
約束手形振出は例外的であり，第十五銀行は全
額証書借入（東京海上も準ずる），三井，第一両
行は証書借入が大部分を占め，第三，第百は逆
に約束手形振出が大部分を占めるという具合で
ある。資金使途や借入期間が関係しているのか
も知れないが，どのような事情によるのかは目
下のところ明らかにし得ない。
１）２３年には「借用金３８１，５００円ノ内無抵当分
８５，０００円除シタル残返却ス ２９６，５００円」と記
載されているので，別途借用金の総てが抵当
付借入とはいえず，一般借入と区別された
「別途」の意味に疑問が残る。
２）２２年末の三井銀行借用金残高は３８１，５００円
であったが，２３年３月６日に「第４７号ヨリ第
５７号ニ至ル１１口ノ抵当ヲ以テ借入 ２６７，５００
円」があり，反面，「借用金３８１，５００円ノ内無
抵当分８５，０００円除シタル残返却ス ２９６，５００
円」とあり，翌期への繰越は３５２，５００円となっ
ている。以後，同科目は動きがなく，明治２５
年下期末に「三井銀行勘定」へ包摂される。
すなわち，別途借用金３５２，５００円と「三井銀行
２０口借用金 ９２６，２００円」が貸方記入され，
「三井銀行別途預ケ金 ３５５，２０７円」が借方記
入され，２６年上期への繰越は９２３，４９２円となっ
ている。要するに，別途扱いを解消し，一般
借入と一括する措置を執ったのである。
３） 厳密には，明治９年のみに設けられた「貸
借」に僅かながら銀行との関係が記載されて
いる。すなわち
８月１９日「洋銀５万５千弗抵当ニシテ１０月３０
日限リ利足年９朱ノ割ヲ以テ第壱国立銀行
エ貸ス」 ５０，０００円
８月２３日「第弐国立銀行５万５千弗抵当ニシ
テ１０月３０日限リ約定ニテ同行エ貸ス但シ利
足年１割」５０，０００円
いずれも洋銀を抵当に両行へ５万円づつ物産
が貸している。
４） 厳密には，１０年１月１日に「東京米買入代
金トシテ三井銀行ヨリ預カリ」４５，０００円があ
り，１月３日には「三井銀行請取分 米用金
勘定ヘ回ス」３５，０００円と１０，０００円が記帳され
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第９表 銀行別借入状況（種類別） （単位：円）
銀行名 種類 １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ 計
日本銀行
１ ６０，０００ ２７８，０００ ９０２，０００１，５４４，０００ ７５０，０００１，００７，３００１，１７０，０００ ５１４，０００６，２２５，３００
３ ３５，０００ ２５，０００ ６０，０００
計 ６０，０００ ２７８，０００ ９０２，０００１，５４４，０００ ７５０，０００１，０４２，３００１，１９５，０００ ５１４，０００６，２８５，３８０
三井銀行
１ ６９，４４４ ２０３，５２６ ３８，３４３ ３５，０００ ３０，０００ ２１５，０００ １７９，０００ ９０５，０００１，６７５，３１３
３ ８０，０００ ７０，０００ ３０，０００ ３０，０００ ４３，６００ ２５３，６００
９ １００，０００ １００，０００
計 ２４９，４４４ ２７３，５２６ ３８，３４３ ６５，０００ ６０，０００ ２１５，０００ １７９，０００ ９４８，６００２，０２８，９１３
第一銀行
１ ３５，０００ １３７，６６０ ８０，０００ １５７，２００ １８８，０００ ２５３，０００ １６５，０００ ３０，０００１，０４５，８６０
３ ６８，２１０ ５，０００ １６，８００ １５，０００ １０５，０１０
９ １５，０００ １５，０００
計 ３５，０００ １３７，６６０ ８０，０００ １５７，２００ ２５６，２１０ ２５８，０００ １８１，８００ ６０，０００１，１６５，８７０
正金銀行
１ ９０，０００ ２８，０００ １１８，０００
３ ５２，５００ １５，０００ ６７，５００
９ ２０，０００ ２０，０００
計 １４２，５００ ６３，０００ ２０５，５００
安田銀行
１ ５０，０００ ６５，０００ １１５，０００
３ ７２，１６０ ９０，０００ ２１，０００ １８３，１６０
計 １２２，１６０ １５５，０００ ２１，０００ ２９８，１６０
第二十銀
行
１ １２，６００ ２０，０００ ２４，７００ ５７，３００
３ ５５，０００ ３０，０００ １６，５００ １０１，５００
９ １０，０００ １０，０００
計 ５５，０００ １２，６００ ６０，０００ ４１，２００ １６８，８００
百十銀行
１ １０，０００ １０，０００
９ ２５，０００ ２５，０００
計 ２５，０００ １０，０００ ３５，０００
第三銀行
１ ２５，０００ ２５，０００
３ ６０，０００ １５，０００ ４０，０００ １６，８００ ５２，４００ ８，０００ １９２，２００
９ ３，６００ ３，６００
計 ６０，０００ １５，０００ ４０，０００ ４１，８００ ５６，０００ ８，０００ ２２０，８００
百十九銀
行
１ １００，３００ ２４５，３００ １９，０００ ３６４，６００
３ ９，２００ ２１３，２４２ １５２，７５０ ３７５，１９２
９ ６４８ １０２，７９５ １０３，４４３
計 １００，３００ ２５４，０００ ２３２，８９０ ２５５，５４５ ８４３，２３５
十五銀行 １ ３０，０００ ２５５，０００ ２５２，０００ ２７０，５００ ２７７，５００ １０５，０００１，１９０，０００
第百銀行
１ １５，０００ ８３，０００ １０８，０００ １１４，０００ ３２０，０００
３ ３２０，０００ ６５，０００ １５３，５００ ５３８，５００
計 １５，０００ ８３，０００ ４２８，０００ １７９，０００ １５３，５００ ８５８，５００
第三十二
銀行
３ ２５，０００ ２５，０００
４ ６，０００ ６，０００
計 ３１，０００ ３１，０００
第四十六銀行 １ ２２，１００ ２２，１００
香上銀行
１ ３３，７３８ １７，７７９ ５１，５１７
９ １６，０００ １６，０００
計 ３３，７３８ ３３，７７９ ６７，５１７
第二銀行 ３ ２０，０００ ２０，０００
海上保険
会社
１ ３２，０００ ９０，０００ ５４，０００ ９４，０００ ２７０，０００
９ １２，０００ １２，０００
計 ３２，０００ １０２，０００ ５４，０００ ９４，０００ ２８２，０００
そ の 他 ３ １０，０００ ３７，０００ ４７，０００
合 計 ５３１，６０４ ９４９，１８６１，０８０，３４３２，２２５，５００２，１３８，４１０２，５７７，７２８２，５２７，３２４１，７３９，６００１３，７６９，６９５
〔備考〕 種類の１＝借入金，３＝約束手形振出，４＝手形割引，９＝その他を表す。
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ているが，一般借入でなく「米用勘定」への
通過処理であった。
５）『稿本三井物産株式会社１００年史上』では
「明治９年８月１０日に三井銀行は政府から洋
銀９万６０００ドルを抵当に金８万円を翌１０年２
月まで借入れ，これをそのまま物産に回して
いる。また，同じ９年８月１０日，物産自らも
大蔵省から金２０万円を洋銀２２万ドルを抵当に
同年１０月末日まで借用しており，さらに同年
８月２１日には新札５万円を抵当に洋銀５万
５０００ドルを同年１０月３０日まで第一国立銀行か
ら借入れている」（５６頁）と紹介している。
６） 厳密に言えば，銀行以外が時折記載されて
おり，科目名から逸脱している。その中で取
引先＝日本昆布会社への貸借が少なからず記
載されている。銀行以外分の記載は全体から
みれば金額的に多額ではない。なぜ，それら
がこの科目に混在しているのか，目下のとこ
ろ解明の手がかりはない。
７） 返済が年度を超えても，数年の累計では差
は縮まるはずであるが，第６表ではほぼ一致
するもの（香上，第百十，第四十六，東京海
上）が僅かにある反面，多くの銀行で不一致と
なっている。日銀，三井，第十五，第百，安
田ではそれほど差額は大きくないので，返済
のずれで説明できようが，第一，正金，第三，
第二十，第百十九はやや不一致の程度が大き
く，第十，第三十二は返済が見当たらないの
は不可解である。
８） 三井銀行ではたとえば明治２３年を例に取れ
ば次のようである。
２月３日第１４号借入２５，０００円――２／１３～３
／１３に１，０００円づつ２５回
４月１４日第１５号借入２５，０００円――４／１５～５
／１２に１，０００円 づ つ２２回，２，０００円 と２１０円
（２４，２１０円で合計が合わない――筆者）
５月２１日第１７号借入３０，０００円――６／２～７
／３に１，０００円づつ２６回，２，０００円２回
７月１８日第１８号借入２０，０００円――７／１９～２９
に２，０００づつ１０回
９月１０日と１５日第１９号借入３０，０００円――９／
２４～１０／２７日に１，０００円２６回，２，０００円２回
以上のごとく１カ月程度に渉り毎日１，０００円
（時に２，０００円）づつ返済する方法をとっている。
２４年でもほぼ同様な借入・返済がみられる。
９） 第百十九銀行では，どの借入がどう分割返
済されたか，記載をみても結び付けが困難で
ある。三井のように定額の分割返済でな
く，１回の返済も数百円から数千円までまち
まちで，かつ毎日ではない。なぜ細切れの多
数回の返済なのか理解に苦しむ。
２） 当座借越
もともと三井物産の創業時には，「此ノ会社
ハ別ニ資本金ヲ要スルニアラザレバ，時ニ臨ミ
入用ノ節ハ別ニ預ケ合ヒノ方法ヲ設ケ三井銀行
ヨリ借入ルル事，利子其他約定ノ振合ハ総テ第
一国立銀行ノ定規ニ準ズル事」１）の方針が取ら
れ，現実には三井銀行と明治９年７月に５万円
の借越契約が結ばれたといわれる２）。物産の業
務は手数料収入に依存するコミッションマーチ
ャントであるから，資本金は不要であって，資
金需要が発生すれば三井銀行から５万円までの
当座借越を認めるという仕組みであった。
しかし元帳には明治９年末に当座借越残
１１，８００円，翌１０年末に同じく６９，７００円が確認で
きるので，設定された５万円の限度は早くも１０
年では超過したことになる。おそらく当初の５
万円の限度は改訂されているのではあるまいか。
当初の５万円限度においてもそれに見合う担保
としての預金は見当たらず，「預ケ合ヒノ方法
ヲ設ケ三井銀行ヨリ借入ルル事」が実施された
か確認できない。ただ，前述の明治１１年９月に
発生する１０万円の別途預け金が当座借越の担保
の役割を果たすものという推測は一応成り立つ
のではなかろうか。
現実には当座借越は頻繁に発生し，その模様
は前掲第３表の各期残高でみたとおりである。
三井，第一両行で当座借越が多用されており，
その規模は当座借越利息によって検証が可能で
あると考える。借入金利息と共に次節で併せて
検討しよう。
１）２）『稿本三井物産株式会社１００年史 上』
５５頁参照。
２００
３） 支払利息からの検証
以上のごとく元帳記載から借入金等の事実を
摘出したが，それらは主として借入と返済の金
額であって，期間や利率，資金使途は把握でき
なかった。元帳の摘要欄の記載内容に規定され
てのことである。そのため銀行別の把握にして
も，年間での借入，返済の累計は分かっても実
態を十分反映しているとは言えまい。もし借入
の積数表示が可能ならば最も的確な量的実態と
いえるはずであるが，借入額が分かっても期間
が不明のため，積数は計算できない。そこで積
数に代替するものとして支払利息額を使用する。
支払利息の発生は，何よりも借入元本の存在を
意味し，借入期間と利率によって計算される。
したがって銀行別に支払利息を計算すれば，借
入元本がどれだけ滞留したのか，積数に代替す
る結果が得られよう。但し借入利率の高低が含
まれているため，厳密に積数を代替するわけで
はない。銀行別に支払利息額を比較することは，
借入元本，借入期間，借入利率を包含したもの
としての比較に他ならない。物産が資金調達上，
どの銀行にどれだけ依存したかを検証する手段
として支払利息額は有効であろう１）。むしろ支
払利息額を資金調達のコストと割り切れば，借
入の諸要素を包含した銀行比較となり得るし，
調達額の大きさを示す近似値と考えられよう。
以上の考え方から，元帳における「利息」勘定
から銀行への支払利息を摘出してみよう。
創業期全期間では長すぎるので，作表の便宜
上（借入金の考察との整合性），明治９～１７年と
１８～２６年に分割する。
まず，明治９～１７年を第１０表でみよう。発生
事情により１＝借入金利息，２＝当座借越利
息，３＝約束手形による支払利息，４＝手形割
引料，５＝送金関係利息，６＝証券借入利
息，７＝預り金への支払利息，９＝その他と分
類した２）。ここから指摘できることは次のよう
である。
第１に，支払利息等の総額は明治９，１０年で
は約８千円程度であったが，１２年以降４万円台
が続く（１４年のみ３．８万円）。仮に利率が年７％
とすれば約８千円の利息の元本は１１万円程度，
年５％ならば１６万円程度と計算される。４万円
であれば，同様に５７万円と８０万円に相当する。
第２に，三井，第一両行への支払利息が累計
２１万円におよび，全体の７３％と圧倒的比重であ
る。明治９，１０年では両行だけであり，１１，１２
年に第四銀行からの預り金，東洋銀行への当座
借越利息が少額発生している。１３年以降，正金，
安田，第二十，第百十，第三，十二銀行の順に
発生するが，いずれも少額にすぎない。
第３に，支払利息全体のうち当座借越利息が
５割弱に及び，三井，第一両行がそのほとんど
を占めている。東洋，正金，第二十の３行にも
当座借越が発生しているが，極めて僅か，かつ
短期間である。物産は三井，第一両行から当座
借越の形で随時，自由に資金調達していたこと
を意味する。ただ，当座借越が多額だったのは
１２，１３年がピークで，１４年以降漸減しており，
代わって借入金による分が増加し，当座借越と
逆転している。この時期では約束手形振出によ
る調達は少なく，手形割引も少額である。注目
すべきは有価証券を銀行から借り，その利息が
若干発生している点である。すなわち，ほとん
どが三井銀行からの借入であるが，保証金の代
用として有価証券を差し入れするためであろう
か。第一，安田両行にも僅か発生している。
第４に，預り金が三井，第四両行で発生して
いる。三井には１３年１１月３０日に「三井銀行１０万
弗預リタル分年９分ノ割ニテ利子上半期分」
４，５００円がある３）。第四銀行から１１年５月に６
万円，６月に１万円預かって，その利子を支払
っているが，その事情が不可解である４）。
第５に，「その他」であるが，ほとんどが大
創業期三井物産の銀行取引
２０１
第１０表 銀行別支払利息（種類別）（明９～１７） （単位：円）
銀行名 種類 明９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ 計
日本銀行
１ １，２６５ ６７５ １，９４０
９ １８ １８
計 １，２８３ ６７５ １，９５８
三井銀行
１ ２９５ ３，４０６ ３，９４１ ２，８２８ ７，００８ １７，４７８
２ ３５６ １，７４２ ５，５９６ １０，５０６ １０，９５３ １１，５７２ １０，６７７ １１，０２０ １１，２４５ ７３，６６７
３ ２９５ １１７ ４１２
５ ２７ ２ １５７ ８ ２０ ２１４
６ ４，２５３ ９，３０１ ４，８９７ ２０６ ５１２ １９，１６９
７ ４，５００ ４，５００
９ ９８１ １６５ １，１４６
計 １，３３７ １，７４２ ５，５９６ １４，７５９ ２５，０７６ １５，１４５ １９，６７２ １４，３５７ １８，９０２１１６，５８６
第一銀行
１ ６５０ ２８２ ５，７９２ １０，２２２ ２，１５３ ８４７ １９，９４６
２ ８２ ４，１９１ １２，３９２ １２，６７０ １２，４０２ ７，８６１ ８，４８２ ７，１８８ ３，５２５ ６８，７９３
４ ２４３ １１１ ７６６ １５０ １，２７０
５ １０ ２００ ２ ２１２
６ ８ ３２ ４０
９ ５，０７３ １，９８５ ２３３ ３０ ７，３２１
計 ５，１５５ ６，１７６ １２，３９２ １３，３２０ １２，６８４ １４，１４７ １９，０４７ １０，１３７ ４，５２４ ９７，５８２
第四銀行 ７ ９４２ ９４２
東洋銀行 ２ ２７ １１５ １４２
正金銀行
１ ４，８０３ １２９ ３８ ４，９７０
２ ４５６ ４５６
５ ２０９ １９ １３ ２４１
計 ５，２５９ ３３８ ５７ １３ ５，６６７
安田銀行
１ １，７２５ ３，５７７ １，７２５ ５６７ ７，５９４
６ ２１ ２１
計 １，７２５ ３，５７７ １，７４６ ５６７ ７，６１５
第二十銀
行
１ １，８２１ １，１６７ １，７４４ ４，７３２
２ １２１ １２１
４ ６１２ ６１２
９ ２５ ２５
計 １，８４６ １，７７９ １，８６５ ５，４９０
百十銀行
１ ２，１３９ ２，１３９
５ ２３１ ２５３ ４８４
計 ２３１ ２５３ ２，１３９ ２，６２３
第三銀行
１ ６００ ６００
４ ６２７ １９ ６４６
計 ６２７ ６１９ １，２４６
十二銀行 ４ １５ １５
そ の 他
１ ４，５１９ ９８０ １，８０９ １４，７２５ １１，０３７ ３３，０７０
９ １，４１５ １３，０５８ １７ １４，４９０
不 明 ９ ５，２４０ ５，２４０
合 計 ７，９０７ ７，９１８ １８，９５７ ４１，２５２ ４７，５３８ ３７，５７５ ４６，２３９ ４４，９３７ ４０，３４３２９２，６６６
合
計
の
内
訳
１ ６５０ ９，８９９１２，０３２２１，４０８２３，８６３２４，６１７９２，４６９
２ ４３８ ５，９３３ １８，０１５ ２３，２９１ ２３，８１１ １９，４３３ １９，１５９ １８，２０８ １４，８９１１４３，１７９
３ ２９５ １１７ ４１２
４ ２４３ １１１ ２，００５ １８４ ２，５４３
５ ２７ ２２１ ６０７ ２７４ ２２ １，１５１
６ ４，２５３ ９，３０１ ８ ４，９２９ ２２７ ５１２ １９，２３０
７ ９４２ ４，５００ ５，４４２
９ ７，４６９ １，９８５ １３，０５８ ５，６３８ ２５ ６５ ２８，２４０
計 ７，９０７ ７，９１８ １８，９５７ ４１，２５２ ４７，５３８ ３７，５７５ ４６，２３９ ４４，９３７ ４０，３４３２９２，６６６
２０２
第１１表 銀行別支払利息（種類別）（明１８～２６） （単位：円）
銀行名 種類 明１８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ 計
日本銀行
１ ２，２２８ ３，３３９ １４，７８３ ４３，０２９ ２０，４９１ ２５，９７５ ２０，４４２ １１，９４０ １４２，２２７
３ ５９４ １１４ ７０８
５ １０ １０
計 ２，２３８ ３，３３９ １４，７８３ ４３，０２９ ２１，０８５ ２５，９７５ ２０，５５６ １１，９４０ １４２，９４５
三井銀行
１ １，５０３ ４，２０４ １，０２２ ６４８ １，８４０ ４，９４１ １４，４０７ ４３，８８９ ６６，２４３１３８，６６５
２ １０，０６６ ８，０７９ １，８６８ ４，２９１ ５，０６９ ７，９５１ ４，８２０ １２，６１６ ３，２７９ ５８，０３９
３ ６３０ １，３３６ ６６７ １，３７２ ３９９ ８１４ ２，０４０ ７，２５８
４ ６６７ ６２５ １，３３４ ２，１１３ １，９４４ ６，６８３
５ ３ ３９ ５９１ ９ １，６３４ ２，２７６
６ ７２６ ３，０１９ ２，０８２ ８，１０４ ８，５７２ ７，６５３ ３，５９４ ６，３１５ １０６ ４０，１７１
９ １５，５７４ ３３３ ７９６ ４５２ １４１ １７，２９６
計 １３，５９２ １６，６４１ ２０，５８５ １４，５９２ １６，９５３ ２５，３３７ ２３，２２０ ６５，７４７ ７３，７５３２７０，４２０
第一銀行
１ ３２１ ４，１４６ １，７８８ ４，３６９ １０，４７４ １１，８９０ ７，０２２ ３，２４２ ４３，２５２
２ ３，３１０ ２，８４８ １，１２９ １，６８４ ２，３３９ ２，６４８ ３，５６７ １，５５７ ２１０ １９，２９２
３ １，６７７ ３４２ ３６４ ２９３ ２，６７６
４ １，２０４ ７０２ ２２４ ２，１３０
５ ４０ ４１ ４２ １４０ ２６３
９ ６ ４９ １２３ １７８
計 ３，６３１ ６，９９４ ２，９５７ ６，０５９ １４，５８０ １６，２０７ １０，９５３ ５，８３６ ５７４ ６７，７９１
正金銀行
１ ２，２２１ ５０８ ２，７２９
３ ７５０ ６５９ ２８２ １，６９１
４ ２，２４６ ２，０７６ ４，３２２
６ ６０ ２２９ ２８９
９ １ １ ２ ４
計 ２，３０７ ３，０５６ ２，８８０ ７９０ ２ ９，０３５
安田銀行
１ ７８０ ３９３ １，１７３
３ ３，２７２ １，０７０ ２０７ ４，５４９
４ ４，３７４ ４，３７４
６ １４６ １４６
計 ４，０５２ ５，９８３ ２０７ １０，２４２
第二十銀
行
１ ６１６ １０８ ３０１ １４１ ７２４ １，８９０
３ ７４１ １，１６０ ４０２ １８０ ２，４８３
５ ２ ２
計 １，３５７ １，１６０ １０８ ７０３ ３２１ ７２６ ４，３７５
百十銀行
１ ８０５ ３０６ ２，１０７ ６１３ ３，８３１
２ １５０ １５０
５ ５ ５
７ ９００ ６８２ １７５ １，７５７
９ １ ７７１ ７７２
計 ８０５ ９０１ ９８８ ２，１１２ ９２１ ６１３ １７５ ６，５１５
第三銀行 １ ２９９ １１６ ３６５ ７８０
２０３
銀行名 種類 明１８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ 計
第三銀行
３ ７８ ６５１ ４７４ １５８ １，３６１
４ ３７５ １８２ ５５７
５ ２３ ２３
９ ４０ ４０
計 ２９９ １７９ ７８ １，３９１ ４７４ ３４０ ２，７６１
百十九銀
行
１ ３，０６０ ６，８２５ １，１４７ ７１ １１，１０３
３ ２２５ ３，２１１ ２，１６１ ５，５９７
９ １１２ ２３１ ３４３
計 ３，１７２ ７，２８１ ４，３５８ ２，２３２ １７，０４３
十五銀行
１ ４０６ ６，２３１ ９，０５５ ８，４５６ ９，２８４ ５，６６２ ３９，０９４
３ ７３０ ５４ ７８４
５ ２５ ２５
計 ４０６ ６，２３１ ９，０５５ ９，１８６ ９，３３８ ５，６８７ ３９，９０３
第百銀行
１ １，７４０ ２，０７０ ４，６３５ ４０６ ８，８５１
３ ３，７０９ ６４９ ２，１９０ ６，５４８
４ ２１６ ２１６
７ ４９２ ４９２
計 ４９２ １，７４０ ５，７７９ ５，５００ ２，５９６ １６，１０７
第三十二
銀行
３ ９４ ９４
４ ５００ １１８ ６１８
計 ９４ ５００ １１８ ７１２
香上銀行 １ ９８４ ８３７ １，８２１
十三銀行 １ ９ ９
東海銀行 ４ ３１ ３１
海上保険
会社
１ ４１５ ２，２９０ ６，９３１ ５，０１３ ９５１ １５，６００
７ ３７ ３７
計 ４１５ ２，２９０ ６，９３１ ５，０１３ ９８８ １５，６３７
そ の 他
１ ６，２９９ ５，６０３ １１，９０２
９ ６６９ １４０ ２６ ２１２ ２７８ １，３２５
不 明 ９ ８２７ ４，５５０ ５，３７７
合 計 ３４，６０２ ４３，７６０ ４５，５５０ ７５，８１１ ７７，６８０ ９６，２６７ ７８，２４８ ９６，２６５ ７５，７６８６２３，９５１
合
計
の
内
訳
１ １２，０４６ １８，６０６ １７，９９９ ５９，３８３ ５３，３８５ ６３，２１４ ６０，０４９ ７１，０８３ ６７，１９４４２２，９５９
２ １３，３７６ １０，９２７ ２，９９７ ５，９７５ ７，４０８ １０，７４９ ８，３８７ １４，１７３ ３，４８９ ７７，４８１
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蔵省からの銀貨借入に対する利子支払いであ
る５）。銀行からの資金調達ではないが，大蔵省
への利子支払は無視できない金額なので，銀行
に準じて計算してある。
次に，明治１８～２６年を第１１表でみよう。
第１に，支払利息の規模は明治１８年３．５万円
から増加して２３，２５年は１０万円弱，それ以外の
年は８万円弱へと膨張している。８万円といえ
ば利率年７％で計算すると借入元本１１４万
円，５％では１６０万円に相当する。前掲９～１７
年頃の倍増である。
第２に，三井が最多（２７万円）であることに変
わりないが，日銀がそれに次ぎ（１４万円），第一
が続く（８万円）。この３行で総額６２万円の７７％
に及ぶ。注目すべきは日銀が２１～２３年では三井
を超え，最大の資金供給者であったことを意味
している。第一の縮小，安田の消滅，正金の不
活発の反面，第十五，第百十九，第百，東京海
上などへの依存が増え，取引銀行の層が厚くな
っている。
第３に，借入金利息（４２万円）が全体の６８％を
占め，当座借越利息８万円との格差が歴然とし
ている。有価証券借入利息（４万円），約束手形
振出分の利息（３．４万円），手形割引料（１．８万円）
がそれに続き，資金調達形態がやや多様化して
いる。但し有価証券借入はほとんど三井１行で
あった。
第４に，銀行を個別にみると，借入形態に若
干の特色がみられる。すなわち，日銀，第十五，
第百十，香港上海からは常に借入金であり，三
井，第一，第百十九，第百，東京海上も借入金
主体である。正金，安田，第三は約束手形，手
形割引の併用である。銀行によって借入形態に
違いがあるのはなぜであろうか。元帳の分析で
はその解明の手がかりは見出せない。
第５に，この時期では預り金は僅かである。
第四銀行のような例は，第百（明治２０年４月１５
日，預り金１．７万円と８千円＝利息は４９２円），
第百十（同年７月２５日，預り金２．５万円＝利息は
９００円，２１年６月１９日，預り金１．５万円＝６８２円）
があるが，依然として借入金でなく預り金とし
ている事情は不明である。
１） 借入利率が一定ならば，支払利息額は借入
元本と期間で規定され，積数と同一と見なさ
れ得る。しかし元帳をみると，記載された限
りではあるが，借入利率はまちまちであり，
積数同一視は採り得ない。
２） この分類は，銀行との取引内容を意識した
もので，行名不詳，内容の判別困難なものは，
「その他」「不明」欄で処理している。
３） ここで１０万弗と記載されているのは１０万円
のことではあるまいか。４，５００円はまさに１０万
円の年９％半年分の利子と計算されるからで
ある。
４）１１年５月３０日「第四銀行ヨリ預高６万円ノ
６９日分年７朱ノ割ニテ払フ」９４２円，
同年６月２６日「第四銀行ヨリ１万円預リタル
分５月３０日ヨリ６月３０日迄年７朱ノ割ニテ
払フ」６１円
同年８月１６日「同 ７月１日ヨリ１５日迄４６日
分ノ利子渡ス」８８円
５） その他の内容は次のようである。
明治９年１，４１５円は「国債寮ヨリ１０万円去ル
８月１９日ヨリ１０月３１日迄ノ約定ニテ借用シタ
ル分返納ニ付利子納ル」とあり，大蔵省から
１０万円の借入があったことが知られる。１２年
１３，０５８円は大蔵省から銀貨１０万円借入につい
て，相場下落のための評価損（半額だけ処理）
であった。１３年４，５１９円は国債局から借用銀貨
８万円の利子納入，１４年９８０円は国債局から銀
貨４万弗借入の利子と円貨４万円借入の利
子，１５年１，８０９円は大蔵省から借入銀貨１万円
の利子，１６年１４，７２５円は大蔵省からの銀貨１
万円借入，同１５万円借入などの利息１１，９７２円
と均融会社からの借入利息２，７７０円，１７年
１１，０３７円は大蔵省からの銀貨借入６６，６５０円の
利子の一部（４，４００円），同１２万円借入（紋銀買
入資金）の利子４，１５６円，「秀吉丸ノ為国債局ヨ
リ借用金残４万円ノ１７年分利子（年６分）」
２，４００円などである。なお，不明欄の５，２４０円
は，「三銀預ケ金１０万円ノ利子上半期分トシテ
６月３０日受取ル」４，５００円と銀行名不詳の借入
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金利息７４０円であるが，前者が受取利息なら分
かるが支払利息に出てくるのが不可解である。
６ むすび
以上，元帳によって解明した細部の事実は，
ファクト・ファインデイングとして繰り返す必
要はあるまい。ここでは創業期物産の銀行取引
の枠組み，流れを整理するにとどめよう。
第１に，明治９～１２年頃では三井，第一両行
の当座預金取引，三井からの米買付資金借入が
中心で，大蔵省からの船舶買入や銀貨調達など
の借入，貿易にからむ東洋銀行との貸借，三井
銀行横浜支店との洋銀貸借などが指摘できる程
度である。銀行取引が活発となるのはそれ以降
といえよう。
第２に，預金面では当初から三井，第一両行
だけが当座預金利用のほとんどを占め，当座借
越を頻繁に活用して物産は資金調達の手段とし
ていた。当座預金は極めて重要な意味を持って
いたと思われ，その利用の仕方を掘り下げて検
討する必要があろう。臨時の預け金はあるもの
の，短期間かつ概して少額であり，三井銀行へ
１０万円を明治１１年以降数年間預けていたことが
特筆される。定期預金と見なしうるが，一応当
座借越契約上の担保と推測されるものの，第一
銀行には同様な預金がなく，いまひとつ確証に
いたらない。とにかく当座以外でまとまった預
金は上記の１０万円以外には見出し得ない。
第３に，借入面では，三井銀行別途借用金だ
けが独立科目としてあるが，内容は米，〆粕を
はじめ抵当付きの借入が大部分を占め，期間数
ヶ月が多いものの，１年以上も含まれている。
一般的借入は「預リ金」に混入されており，銀
行借入を摘出すれば１３年以降三井，第一両行中
心に第二十，安田，第三，第三十二，正金が加
わっていく。設立間もない日銀は１６年だけに見
られる。１８年以降は「各銀行預リ金」の中に各
行借入がまとめられるが，日銀借入が抜群に多
く，その理由が問われよう。三井，第一に続い
て第十五，第百，第百十九，安田・第三が続く
が，借入先が多様化している。銀行によって借
入形態が異なり，証書借入は日銀，第十五，三
井，第一，約束手形振出は第百，第三のように
分かれるが，その理由も検証の要があろう。三
井や第百十九では多数回，少額に分けた分割返
済が見られるが，なぜであろうか。
第４に，銀行への借入依存度を正確に見るに
は積数計算が望ましいが，資料的に計算困難の
ため，支払利息額で代替すると，明治９～１７年
では三井，第一両行で総額の７割を超え，圧倒
的に両行への依存が大きかったわけである。当
座借越利息が５割で，借入金利息を大きく超え，
この点からも，創業当初は当座借越への依存が
大きかったことが裏書きされる。１８～２６年では，
三井，日銀，第一の３行で総額の８割弱を占め
ている。２１～２３年では日銀依存がトップであり，
ここでもその理由が解明されねばならない。傾
向として第一，安田，正金の比重が低下し，日
銀を筆頭に第十五，第百十九，第百，東京海上
への依存が高まっている。当座借越利息に代わ
って借入金利息が圧倒的なことも見逃せない。
要するに，創業期でも早くは三井，第一両行
への依存が大きかったが，次第に日銀を筆頭に
多くの銀行から借り入れるようになり，銀行取
引の範囲が拡大，多様化していったのである。
同系の三井銀行への依存が高いのは予想したと
おりであるが，第一銀行へも当初は大きく依存
していたこと，明治２０年代には日銀に驚くほど
依存していたことを指摘しておきたい。
最後に，本稿の考察での問題点にも触れてお
こう。元帳による分析では，預金，借入双方に
ついて記載自体が利率，期間を欠いていること
が多く，その面での考察が不足している。借入
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期間は借入と返済の対応をひとつずつ検証する
ことによって，若干の事例を得ることができよ
う。しかしその作業は煩瑣であり，対応関係を
見いだせないものも多いと思われる。利率につ
いては時には判明する取引もあり，管見の限り
ながら銀行によって，案件によって，時期によ
って利率は相当に格差をはらんでいるようであ
る。とにかく整理・分析の余地がまだ残ってい
るのかも知れない。
また，元帳の記帳者が時に悪筆（？）のため，
あるいは筆跡がかすれるなど，判読困難な箇所
が少なくない。それが判読できれば，本稿の考
察を補充あるいは修正が可能ともいえ，今後の
判読努力が望まれよう。
〔付記〕 本稿は三井文庫所蔵の三井物産元帳に
全面的に依存している。元帳の閲覧，複写で
は同文庫の永井・大塚両氏に大変お世話にな
った。記してお礼を申し上げる。
創業期三井物産の銀行取引
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